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Ⅰ．はじめに 

 

当チーム
と う ち ー む

が担 当
たんとう

した論 点
ろんてん

においては、“地域
ちいき

生 活
せいかつ

の基盤
きばん

とは何
なに

か”、

また、“その範囲
はんい

などをどのように考
かんが

えるか”といったことを根 底
こんてい

にし

た協 議
きょうぎ

検 討
けんとう

が求
もと

められることから、はじめにチーム内
ち ー む な い

で話 合
はなしあ

い、共 通
きょうつう

理解
りかい

したなかで、 第
だい

１期
き

部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の 訪 問
ほうもん

系
けい

チーム
ち ー む

及
およ

び地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の見直
みなお

しと自治体
じ ち たい

の 役 割
やくわり

チーム
ち ー む

の 報 告 書
ほうこくしょ

を 前 提
ぜんてい

に

検 討
けんとう

を行
おこな

った。 

第
だい

１回目
かいめ

の検 討
けんとう

では、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の基盤
きばん

整備
せいび

（主
しゅ

にサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

）

として、「長 時 間
ちょうじかん

介 助
かいじょ

等
とう

の保 証
ほしょう

」（Ｆ－３）やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

・移動
いどう

支援
しえん

における制度
せいど

の利用
りよう

のしづらさや 市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの事 業
じぎょう

内 容
ないよう

等
とう

に関
かん

する現 状
げんじょう

と課題
かだい

、あるべき姿
すがた

を論 点
ろんてん

とし

て協 議
きょうぎ

した。 

また、第
だい

２回目
かいめ

は、財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい

、国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

、ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

（国
くに

の果
は

たすべき最 低 限
さいていげん

の保 障
ほしょう

水 準
すいじゅん

）として、「義務的
ぎ む てき

経費化
け い ひか

と国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

」（Ｆ－４）や「国
くに

と地方
ちほう

の役 割
やくわり

」（Ｆ－５）のほか、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

における地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

のための 方 策
ほうさく

や、

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の仕組
し く

み、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー（小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

）

のあり方
かた

等
とう

について協 議
きょうぎ

した。 

そして、第
だい

３回目
かいめ

では、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

や自治体
じ ち たい

の役 割
やくわり

の論 点
ろんてん

と特
とく

に関 係
かんけい

が深
ふか

いモニタリング
も に た り ん ぐ

や権利
けんり

擁護
ようご

（Ｄ－６－２、Ｄ―６－３、

Ｉ－３－３、Ｉ－３－４）を検 討
けんとう

の論 点
ろんてん

に加
くわ

えるとともに、これまで

の検 討
けんとう

をまとめ、当チーム
と う ち ー む

の見 解
けんかい

として報 告
ほうこく

することとした。 

 

 

 

 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

15 回
かい
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Ⅱ．結
けつ

 論
ろん

 

 

1. 市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での「満
み

たされないニーズ
に ー ず

」の把握
はあく

や社 会
しゃかい

資源
しげん

の創 出
そうしゅつ

方 法
ほうほう

について 

（Ｆ－３－１） 

結 論
けつろん

 

 社 会
しゃかい

資源
しげん

の 創 出
そうしゅつ

につなげるために、地域
ちいき

のネットワーク
ね っ と わ ー く

づくりは

重 層 的
じゅうそうてき

に構 築
こうちく

すべきである。またニーズ
に ー ず

を見
み

つけて、サービス
さ ー び す

につな

げる方 法
ほうほう

、財 源
ざいげん

の仕組
し く

み、地域
ちいき

のネットワーク
ね っ と わ ー く

の構 築
こうちく

が論 点
ろんてん

である

と考
かんが

える。 

 そのためにも、当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

が参 画
さんかく

した地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の活性化
かっせいか

も重 要
じゅうよう

である。例
たと

えば、当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

からの情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を受
う

けながら、

サービス
さ ー び す

が届
とど

いていない人
ひと

を把握
はあく

して、必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

がどのような

ものなのか、を把握
はあく

する必 要
ひつよう

がある。さらに地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に、

市 町 村
しちょうそん

への提 言
ていげん

といった機能
きのう

をもたせること等
とう

や、また、権利
けんり

条 約
じょうやく

で

いわれているモニタリング
も に た り ん ぐ

（日 常 的
にちじょうてき

な評 価
ひょうか

と点 検
てんけん

）機能
きのう

の必 要 性
ひつようせい

等
とう

について検 討
けんとう

することも重 要
じゅうよう

である。（結 論
けつろん

12 も参 照
さんしょう

） 

 

 

 

2. ２４時間
じかん

介護
かいご

サービス
さ ー び す

等
とう

も 含
ふく

めた 長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

が 必 要
ひつよう

な 人
ひと

への

市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

単位
たんい

での支援
しえん

体 制
たいせい

について 

（Ｆ－３－２ ） 

結 論
けつろん

 

 どんなに重
おも

い障 害
しょうがい

がある人
ひと

でも、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

19条
じょう

の「他
ほか

の

者
もの

と平
ひら

等
とう

な選 択
せんたく

の自由
じゆう

を有
ゆう

しつつ地域
ちいき

社 会
しゃかい

で生 活
せいかつ

する平 等
びょうどう

な権利
けんり

」

を実 現
じつげん

することが求
もと

められる。長 時 間
ちょうじかん

介護
かいご

も、その人
ひと

の障 害
しょうがい

特 性
とくせい

や

ニーズ
に ー ず

、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の必要度
ひつようど

等
とう

に応
おう

じて、日 中
にっちゅう

の介護
かいご

のみが必 要
ひつよう

な

人
ひと

から、２４時間
じかん

のパーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

（※）が必 要
ひつよう

な人
ひと

まで、

必 要
ひつよう

とされる介護
かいご

内 容
ないよう

は様 々
さまざま

である。ただ、どんなに 重
おも

い障 害
しょうがい

があ



 

 

る人
ひと

でも、またどこに住
す

んでいても、地域
ちいき

社 会
しゃかい

で暮
く

らす権利
けんり

が満
み

たさ

れる為
ため

に必 要
ひつよう

な支 援 量
しえんりょう

は提
てい

供
きょう

されるべきである。 

 上 記
じょうき

を満
み

たし、各 人
かくじん

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じた支援
しえん

が適
てき

切
きり

に届
とど

けられるた

めに、財 源
ざいげん

を確保
かくほ

して支援
しえん

することが必 要
ひつよう

である。（結 論
けつろん

5，6参 照
さんしょう

） 

 

※パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

とは、障 害 者
しょうがいしゃ

あるいはその代 弁 者
だいべんしゃ

が決
き

め

た 介 助 者
かいじょしゃ

が、 障 害 者 側
しょうがいしゃがわ

で決
き

めた時間
じかん

や 介 助
かいじょ

内 容
ないよう

・ 方 法
ほうほう

に 応
おう

じて

介 助
かいじょ

が提
てい

供
きょう

される当事者
とうじしゃ

主 導
しゅどう

、個別的
こべつてき

、包 括 的
ほうかつてき

・継 続 的
けいぞくてき

な支援
しえん

のこ

と。 

 

 

 

3. コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

・ 移動
いどう

支援
しえん

に お け る 、 福祉
ふくし

以外
いがい

の 領 域
りょういき

と の

関 係 性
かんけいせい

や市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

について 

結 論
けつろん

 

 移動
いどう

支援
しえん

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は、第一期
だいいちき

の「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の見直
みなお

しと自治体
じ ち たい

の役 割
やくわり

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

で検 討
けんとう

された結果
けっか

である、「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

ではなく自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

・義務的
ぎ む てき

経費化
け い ひか

すべきである」、

とする報 告 書
ほうこくしょ

内 容
ないよう

を尊 重
そんちょう

すべきである。 

 移動
いどう

支援
しえん

については、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

などにおけるシームレス
し ー む れ す

な（継
つ

ぎ目
め

のない）支援
しえん

が求
もと

められる。またコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

については、

失 語 症
しつごしょう

や記憶
きおく

障 害
しょうがい

などの重
おも

い言語
げんご

障 害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

しても、必 要
ひつよう

な

支援
しえん

が検 討
けんとう

されるべきである。 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

・移動
いどう

支援
しえん

は、企 業
きぎょう

や学 校
がっこう

等
とう

で「合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

」

として提 供
ていきょう

できる部分
ぶぶん

と、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の中
なか

で担
にな

う部分
ぶぶん

について、上 記
じょうき

を前 提
ぜんてい

とした上
うえ

で検 討
けんとう

すべきである。 

 また盲
もう

ろう者
もの

は、各 人
かくじん

に合
あ

った支援
しえん

方 法
ほうほう

に 習
しゅう

熟
じゅく

した支援者
しえんしゃ

が移動
いどう

支援
しえん

とコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を 一 体 的
いったいてき

に 提
てい

供
きょう

する制度
せいど

を 必 要
ひつよう

とし

ている。そこで、パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

制度
せいど

を参 考
さんこう

に、現 在
げんざい

は地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

である通 訳
つうやく

・介 助 員
かいじょいん

派遣
はけん

事 業
じぎょう

を拡 充
かくじゅう

して、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の性 格
せいかく

を併
あわ

せ持
も

たせる方 向
ほうこう

で、この制度
せいど

のあり方
かた

を検 討
けんとう

するべ



 

 

きである。 

 

 

 

4. 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの事 業
じぎょう

内 容
ないよう

や小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

について 

結 論
けつろん

 

 現 状
げんじょう

の 小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

は 、 ニーズ
に ー ず

の 谷間
たにま

を 埋
う

め る 機能
きのう

や

セーフティーネット
せ ー ふ て ぃ ー ね っ と

機能
きのう

を果
は

たしてきた。これらの機能
きのう

は地域
ちいき

毎
まい

の

特 性
とくせい

もあり、個別
こべつ

給付化
きゅうふか

になじみにくいものもある。そのため、小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

の多様
たよう

な 実 態
じったい

をふまえて地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに 発 展 的
はってんてき

・

安 定 的
あんていてき

に集 約
しゅうやく

し、設置
せっち

要 件
ようけん

の緩和
かんわ

を行
おこな

い一元化
いちげんか

する方 向
ほうこう

としてはど

うか。利用者
りようしゃ

定 員
ていいん

やその内 容
ないよう

については、都道府県
とどうふけん

や市 町 村
しちょうそん

にその

設置
せっち

基 準
きじゅん

の裁 量
さいりょう

を持
も

たせる等
とう

の工夫
くふう

も必 要
ひつよう

。また、新 体
しんたい

系
けい

移行
いこう

や他
ほか

の日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

との整理
せいり

については、就 労
しゅうろう

の合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の結 論
けつろん

も踏
ふ

まえ、総 合 的
そうごうてき

に判 断
はんだん

すべきである。 

 

 

 

5. 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

について 

結 論
けつろん

 

 前 提
ぜんてい

として、地域
ちいき

移行者
いこうしゃ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

をする重 度 者
じゅうどしゃ

では、負担
ふたん

と支 給
しきゅう

決 定
けってい

のあり方
かた

を変
か

えるべきである。施設
しせつ

・病 院
びょういん

から地域
ちいき

移行
いこう

する人
ひと

や

親 元
おやもと

から 独 立
どくりつ

して 別
べつ

市 町 村
しちょうそん

で暮
く

らす 障 害 者
しょうがいしゃ

につい ては、 出 身
しゅっしん

自治体
じ ち たい

（施設
しせつ

・病 院
びょういん

所在地
しょざいち

の自治体
じ ち たい

）が一 定
いってい

年度
ねんど

の財 政
ざいせい

負担
ふたん

（恒 久 的
こうきゅうてき

かどうかは検 討
けんとう

）をした 上
うえ

で、居 住
きょじゅう

自治体
じ ち たい

（地域
ちいき

移行後
い こ うご

に居 住
きょじゅう

する

自治体
じ ち たい

）での支 給
しきゅう

決 定
けってい

をすることも検 討
けんとう

してはどうか。また地域
ちいき

生 活
せいかつ

する重 度 者
じゅうどしゃ

について、現 行
げんこう

の国庫
こっこ

負担率
ふたんりつ

以 上
いじょう

は国
くに

負担
ふたん

を原 則
げんそく

とする。

ただ、そのことが 無理
む り

な場合
ばあい

、 例
たと

えば都道府県
とどうふけん

での基金化
き き んか

も 含
ふく

め

市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

を大 幅
おおはば

に引
ひ

き下
さ

げる 対 応
たいおう

を 考
かんが

えるべきである。（理由
りゆう

を

参 照
さんしょう

） 

 



 

 

 

 

6. 国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が 事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

の 上 限
じょうげん

になっている 現 状
げんじょう

の

評 価
ひょうか

と問 題
もんだい

解 決
かいけつ

について 

（Ｆ―４－１） 

結 論
けつろん

 

 はじめに予算
よさん

ありき、ではなく、まずは 障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を 中 心
ちゅうしん

に

検 討
けんとう

すべきである。そのニーズ
に ー ず

を積
つ

み上
あ

げる形
かたち

で、必 要
ひつよう

な支 給
しきゅう

決 定
けってい

が

なされる 必 要
ひつよう

がある。 現 状
げんじょう

では国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

という 形
かたち

で 実 質 的
じっしつてき

な

予算
よさん

上 限
じょうげん

を設 定
せってい

しているため、尐
すく

なからぬ自治体
じ ち たい

が、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

を

事 実 上
じじつじょう

のサービス
さ ー び す

上 限
じょうげん

としている。総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

においては、障 害 者
しょうがいしゃ

の実 態
じったい

とニーズ
に ー ず

に合
あ

わせ、「地域
ちいき

で暮
く

らす権利
けんり

」を保 障
ほしょう

するための財 源
ざいげん

を確保
かくほ

すべきである。そのための方 策
ほうさく

は、上 記
じょうき

の「国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

につ

いて」のまとめを参 照
さんしょう

。また、インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な（障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に排
はい

除
じょ

されることのない）社 会
しゃかい

への復 興
ふっこう

・新 生
しんせい

に向
む

け、入 所
にゅうしょ

・入 院
にゅういん

施設
しせつ

へ

の投 入
とうにゅう

財 源
ざいげん

を、地域
ちいき

資源
しげん

へ組
く

み替
か

えすることも検 討
けんとう

すべきである。 

 

 

 

7. 自治体
じ ち たい

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を 促 進
そくしん

する 為
ため

の具体的
ぐたいてき

な

方 策
ほうさく

について 

（Ｆ－５－１） 

結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

は、まず本 人
ほんにん

の意向
いこう

に基
もと

づいた計 画
けいかく

である必 要
ひつよう

があ

る。その 上
うえ

で、住
す

まい、 就 労
しゅうろう

も 含
ふく

めた 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

の確保
かくほ

、 在 宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

の充 実
じゅうじつ

、緊 急
きんきゅう

時
とき

対 応
たいおう

の整備
せいび

などもバランス
ば ら ん す

よく検 討
けんとう

される

必 要
ひつよう

がある。そのために、移行
いこう

支援
しえん

の拠 点 作
きょてんづく

りも必 要
ひつよう

不可欠
ふ か けつ

である。

これらの事
こと

を、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

などで協 議
きょうぎ

し、国
くに

の計 画
けいかく

の人 口
じんこう

割
わ

り 案
あん

分 数
ぶんすう

ではなく、地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

に 応
おう

じたボトムアップ
ぼ と む あ っ ぷ

(現場
げんば

の

当事者
とうじしゃ

のニーズ
に ー ず

から積
つ

み上
あ

げる)の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

として、実 行
じっこう

に向
む

け

た現 実 的
げんじつてき

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

すべきである。 



 

 

 

 

 

8. 地域
ちいき

の実 情
じつじょう

や特 色
とくしょく

にあったサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

を、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

を担
たん

保
ぽ

するためのナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

のあり方
かた

について 

（Ｆ－５－２） 

結 論
けつろん

 

どのような地域
ちいき

で 生 活
せいかつ

しても、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の権利
けんり

として 最 低 限
さいていげん

の

保 障
ほしょう

がされるべきサービス
さ ー び す

について示
しめ

されるとともに、サービス
さ ー び す

を提
つつみ

供
きょう

する社 会
しゃかい

資源
しげん

と財 源
ざいげん

を確保
かくほ

する社 会
しゃかい

システム
し す て む

を構 築
こうちく

すべきである。 

 

9. 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

における当事者
とうじしゃ

参 画
さんかく

について 

結 論
けつろん

 

 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、都道府県
とどうふけん

および市 町 村
しちょうそん

の協
きょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

の義務付
ぎ む づ

けおよび 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

も 含
ふく

めた 様 々
さまざま

な 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

・保護者
ほ ご しゃ

の 参 画
さんかく

義務付
ぎ む づ

けを明記
めいき

する。地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

に

実 質 的
じっしつてき

に関
かん

与
よ

することを 法
ほう

で規定
きてい

する。都道府県
とどうふけん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に

は、 盲
もう

ろうや 難 病
なんびょう

等
とう

のマイノリティ
ま い の り て ぃ

（ 絶 対 数
ぜったいすう

が 尐
すく

ない） 障 害 者
しょうがいしゃ

の

参 画
さんかく

保 障
ほしょう

と、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

や市 町 村
しちょうそん

への広 域 的
こういきてき

・専 門 的
せんもんてき

な

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

と 助 言
じょげん

や市 町 村
しちょうそん

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

計 画
けいかく

策 定
さくてい

の支援
しえん

機能
きのう

が 求
もと

め

られる。 

 

 

 

10. 権利
けんり

擁護
ようご

を推 進
すいしん

していくためにはどのような体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

か？ ま

た相 談
そうだん

支援
しえん

やエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の事業化
じぎょうか

についてどう考
かんが

えるか？ 

（Ｄ－６－２） 

結 論
けつろん

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

には、具体的
ぐたいてき

なサービス
さ ー び す

につなげるものと、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

の

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

（障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

のあきらめさせられた、我慢
がまん

させられた想
おも

いや願
ねが

いを大 切
たいせつ

にし、生
い

きる力
ちから

、自
みずか

らがコントロール
こ ん と ろ ー る

する力
ちから

を獲 得
かくとく

す



 

 

ること）や権利
けんり

擁護
ようご

につながるものの、二
に

種 類
しゅるい

がある。この二
ふた

つを満
み

た

すためには、相 談
そうだん

支援
しえん

の拠 点
きょてん

として、寄
よ

り添
そ

う当事者
とうじしゃ

が中 心
ちゅうしん

となった

ものと、専 門 的
せんもんてき

知識
ちしき

を有
ゆう

する支援者
しえんしゃ

によるもの、そして実施
じっし

責 任
せきにん

を持
も

つ行 政
ぎょうせい

の３つの主 体
しゅたい

による相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

が、それぞれに必 要
ひつよう

である。 

 また身近
みぢか

な市 町 村
しちょうそん

レベル
れ べ る

、だけでなく、専 門 的
せんもんてき

相 談
そうだん

やマイノリティ
ま い の り て ぃ

（絶 対 数
ぜったいすう

が尐
すく

ない）障 害 者
しょうがいしゃ

への対 応
たいおう

などは都道府県内
とどうふけんない

で広 域 的
こういきてき

、か

つ、関 連
かんれん

当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

が蓄 積
ちくせき

しているノウハウ
の う は う

等
とう

の活 用
かつよう

に配 慮
はいりょ

する。 

 さらに、権利
けんり

の形 成
けいせい

や獲 得
かくとく

支援
しえん

に関
かん

しては、鳥 取 県
とっとりけん

・島根県
しまねけん

で進
すす

め

られている「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」（※）のような、地域
ちいき

社 会
しゃかい

への普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

の活 動
かつどう

も不可欠
ふ か けつ

である。 

 

（※）あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

とは、地域
ちいき

の理解
りかい

が不可欠
ふ か けつ

という考
かんが

えをもと

に、障 害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ちいき

の一 員
いちいん

としていきいきと暮
く

らしていくため、

国 民
こくみん

に広
ひろ

く、障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

や障 害
しょうがい

のある人
ひと

への配 慮
はいりょ

の仕方
しかた

などを知
し

っ

ていいただき実 践
じっせん

していただく運 動
うんどう

。一 般
いっぱん

市民
しみん

、さまざまな障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

や県 内 外
けんないがい

の民 間
みんかん

企 業
きぎょう

等
とう

が“あいサポータ
さ ぽ ー た

ー”として参加
さんか

協 力
きょうりょく

し、暮
く

らしやすい地域
ちいき

社 会 作
しゃかいづく

りのために運 動
うんどう

を繰
く

り広
ひろ

げている。平 成
へいせい

21年
ねん

より実施
じっし

。 

 

 

 

 

11. サービス
さ ー び す

の質
しつ

の確保
かくほ

等
とう

のための苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

と第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

の仕組
し く

み

について 

（Ｄ－６－３） 

結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

や 重 点 的
じゅうてんてき

な基盤
きばん

整備
せいび

があり、 選
えら

べるだけの

選択肢
せんたくし

が地域
ちいき

に 存
そん

在
ざい

し、その 上
うえ

で苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

や第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

の仕組
し く

み

作
づく

りが重 要
じゅうよう

になる。基盤
きばん

整備
せいび

（量 的
りょうてき

な確保
かくほ

）が 進
すす

まない中
なか

での 質
しつ

の

確保
かくほ

はあり得
え

ない。また苦 情
くじょう

という形
かたち

で問題化
もんだいか

する以前
いぜん

の段 階
だんかい

での、

障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

とその関 係 者
かんけいしゃ

からの話
はなし

をじっくり聞
き

く、事前
じぜん

相 談
そうだん

や寄
よ

り



 

 

添
そ

い型
かた

の相 談
そうだん

支援
しえん

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

 上 記
じょうき

を満
み

たした上
うえ

で、それでも改 善
かいぜん

されない、あるいは実 際
じっさい

に起
お

こ

ってしまった 苦 情
くじょう

については、 実 態
じったい

として権利
けんり

保 障
ほしょう

する 為
ため

の 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

に向
む

けた対 応
たいおう

機関
きかん

が必 要
ひつよう

である。 

 

 

 

12. モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

や不服
ふふく

審査
しんさ

・苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

・権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

の必 要 性
ひつようせい

について 

（Ｉ－３－３、Ｉ－３－４) 

結 論
けつろん

 

 この 法
ほう

の実施
じっし

に 関
かん

して、この 法 律
ほうりつ

に 基
もと

づく 形
かたち

ではなく、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の 改 正
かいせい

案
あん

で 示
しめ

された 障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

に、 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の

モニタリング
も に た り ん ぐ

も求
もと

める事
こと

とする。一 方
いっぽう

、この法
ほう

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

やサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

に関
かん

しての不服
ふふく

申 立
もうしたて

機関
きかん

は必 要
ひつよう

である。 

 個
こ

に起因
きいん

する、ミクロレベル
み く ろ れ べ る

（個人
こじん

）の不服
ふふく

審査
しんさ

や権利
けんり

擁護
ようご

に関
かん

して

は、結 論
けつろん

10 でも 示
しめ

したように、相 談
そうだん

支援
しえん

との連 携
れんけい

に基
もと

づく対 応
たいおう

が

必 要
ひつよう

である。また、市 町 村
しちょうそん

や都道府県
とどうふけん

レベル
れ べ る

の不服
ふふく

申 立
もうしたて

機関
きかん

への手続
てつづ

きのハードル
は ー ど る

を 低
ひく

くする 為
ため

、相 談
そうだん

支援
しえん

に不服
ふふく

申 立
もうしたて

の支援
しえん

等
とう

が出来
で き

る

事
こと

も求
もと

められる。 

 メゾ
め ぞ

－マクロレベル
ま く ろ れ べ る

（市 町 村
しちょうそん

や圏 域
けんいき

など）における、障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

に関
かん

しては、市 町 村
しちょうそん

や都道府県
とどうふけん

に

設置
せっち

される審議会
しんぎかい

その他
た

の合議制
ごうぎせい

の機関
きかん

でモニタリング
も に た り ん ぐ

を行
おこな

う。その際
さい

、

個別
こべつ

ケース
け ー す

ではない地域
ちいき

課題
かだい

の問 題
もんだい

について、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

や相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

が上 記
じょうき

モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

に課題
かだい

提起
ていき

をすることが出来
で き

る 事
こと

とする。 

 モニタリング
も に た り ん ぐ

された内 容
ないよう

は、都道府県
とどうふけん

および地域
ちいき

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に向
む

けて伝
つた

えられる。都道府県
とどうふけん

および地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の進 行
しんこう

管理
かんり

や次期
じ き

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

などにおいて、モニタリング
も に た り ん ぐ

内 容
ないよう

も踏
ふ

まえた内 容
ないよう

を検 討
けんとう

し、整備
せいび

水 準
すいじゅん

を高
たか

める事
こと

とする。 

 

 



 

 

13. 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

（仮 称
かしょう

）や障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

（仮 称
かしょう

）でカバ
か ば

ー

すべき部分
ぶぶん

と自治体
じ ち たい

が自主的
じしゅてき

に担
にな

う役 割
やくわり

について  

結 論
けつろん

 

 司法
しほう

救 済
きゅうさい

などの事後
じ ご

救 済
きゅうさい

に 関
かん

しては、自治体
じ ち たい

に裁 量
さいりょう

を付与
ふ よ

せず、

全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の規 準
きじゅん

での救 済
きゅうさい

が望
のぞ

ましい。一 方
いっぽう

、日 常 的
にちじょうてき

な権利
けんり

擁護
ようご

課題
かだい

（権利
けんり

形 成
けいせい

・獲 得
かくとく

側 面
そくめん

）については、市 町 村
しちょうそん

の裁 量
さいりょう

が担
たん

保
ほ

される 方
ほう

がよい。 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や精神科
せいしんか

病 院
びょういん

の入 所
にゅうしょ

・入 院 者
にゅういんしゃ

、また在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

においても

自身
じしん

の意向
いこう

を伝
つた

えにくい（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

されていない）障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

しては、第 三 者
だいさんしゃ

が本 人
ほんにん

の意向
いこう

をくみ取
と

る支援
しえん

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。

相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の 訪 問
ほうもん

等
とう

による 関
かか

わりだけでなく、 第 三 者
だいさんしゃ

による

施設
しせつ

・病 院
びょういん

訪 問
ほうもん

であるオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

（※）の創 設
そうせつ

なども求
もと

め

られる。 

 国
くに

レベル
れ べ る

で の 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

や 虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の 制 定
せいてい

は 必 要
ひつよう

不可欠
ふ か けつ

である。だが、自治体
じ ち たい

レベル
れ べ る

でも、差別
さべつ

禁止
きんし

の意識
いしき

啓 発
けいはつ

や斡 旋
あっせん

・

調 整
ちょうせい

など、上 記
じょうき

法 律
ほうりつ

を実 体 的
じったいてき

に機能
きのう

させる為
ため

の、また差別
さべつ

として現
あらわ

れる前
まえ

に問 題
もんだい

を解
かい

決
けっ

するため、今後
こんご

、市 町 村
しちょうそん

や都道府県
とどうふけん

単位
たんい

の条 例
じょうれい

（例
れい

：千葉県
ち ば けん

やさいたま市
し

）が車
くるま

の両 輪
りょうりん

として、設置
せっち

されることが求
もと

められる。 

 

（※）オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

とは、元 々
もともと

スウェーデン
す う ぇ ー で ん

で始
はじ

まった、行 政
ぎょうせい

に対
たい

する苦 情
くじょう

処理
しょり

と監 察
かんさつ

を行
おこな

う第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

制度
せいど

のこと。福祉
ふくし

領 域
りょういき

で

も施設
しせつ

での権利
けんり

侵 害
しんがい

等
とう

に対
たい

する独自
どくじ

の調 査
ちょうさ

と改 善
かいぜん

を求
もと

める機関
きかん

とし

て機能
きのう

している。我
わ

が 国
くに

の福祉
ふくし

分野
ぶんや

においても、障 害 者
しょうがいしゃ

・高 齢 者
こうれいしゃ

の

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を第 三 者
だいさんしゃ

の市民
しみん

が訪 問
ほうもん

し、利用者
りようしゃ

の声
こえ

を聞
き

く中
なか

で施設
しせつ

処 遇
しょぐう

の改 善
かいぜん

を目 的
もくてき

とした施設
しせつ

オンブズマン
お ん ぶ ず ま ん

が各地
かくち

に作
つく

られている。また、

精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に市民
しみん

が訪 問
ほうもん

し、利用者
りようしゃ

の声
こえ

をもとに処 遇
しょぐう

や療 養
りょうよう

環 境
かんきょう

の

向 上
こうじょう

を目指
め ざ

す精 神
せいしん

医 療
いりょう

オンブズマン
お ん ぶ ず ま ん

は、大阪府
おおさかふ

の制度
せいど

として位置
い ち

づけ

られた（現 在
げんざい

の療 養
りょうよう

環 境
かんきょう

サポータ
さ ぽ ー た

ー活 動
かつどう

）。 

 

 



 

 

 

 

Ⅲ．理
り

 由
ゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の基盤
きばん

整備
せいび

の定義
ていぎ

と、その範囲
はんい

について当チーム
と う ち ー む

では次
つぎ

の

ように考
かんが

えた。 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

とは、家族
かぞく

支援
しえん

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

・精神科
せいしんか

病 院
びょういん

での支援
しえん

とい

う「二者択一
にしゃたくいつ

」ではない、第 三
だいさん

の選択肢
せんたくし

である。その際
さい

、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

19条
じょう

の「他
ほか

の者
もの

と 平
びょう

等
どう

な選 択
せんたく

の自由
じゆう

を有
ゆう

しつつ地域
ちいき

社 会
しゃかい

で

生 活
せいかつ

する平 等
びょうどう

な権利
けんり

」を前 提
ぜんてい

に考
かんが

える。また当事者
とうじしゃ

の意見
いけん

に基
もと

づく

支援
しえん

、自立
じりつ

（支援
しえん

を受
う

けての自立
じりつ

を含
ふく

む）して暮
く

らすための支援
しえん

、生 活
せいかつ

の質
しつ

を高
たか

める支援
しえん

を保 障
ほしょう

する中
なか

で、他
ほか

の者
もの

と平
ひら

等
とう

を実 現
じつげん

する。上 記
じょうき

を実 現
じつげん

するために、抽 象 的
ちゅうしょうてき

理念
りねん

に留
と

まらず、目 標
もくひょう

を定
さだ

めて基盤
きばん

整備
せいび

を

着 実
ちゃくじつ

に進
すす

めることが重 要
じゅうよう

である。 

 また、国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

については、次
つぎ

のような考
かんが

え方
かた

を提
つつみ

起
おこ

した。 

 ２４時間
じかん

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

については、２５％の市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

が出来
で き

なくて、

支 給
しきゅう

決 定
けってい

できないところがたくさんある。そこで、ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

につ

いて、８時間
じかん

を超
こ

える支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする場合
ばあい

は、市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

は５％程度
ていど

に下
さ

げ、都道府県
とどうふけん

が４５％を負担
ふたん

し､８時間
じかん

以内
いない

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする場合
ばあい

は、市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

を２６％とし、都道府県
とどうふけん

負担
ふたん

の１％を確保
かくほ

して使
つか

うよ

うにする案
あん

を提
つつみ

示
しめ

した。（下図
か ず

参 照
さんしょう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 上 記
じょうき

の図
ず

で８時間
じかん

を境
さかい

にしている理由
りゆう

は、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の区分
くぶん

６の

国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

が約
やく

４０万 円
まんえん

で、月
つき

２１２時間
じかん

程度
ていど

の単価
たんか

となり、１日
にち

当
あ

たり７時間
じかん

超
ちょう

であることから、８時間
じかん

を境
さかい

にしている。 

 また入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や精 神
せいしん

病 院
びょういん

への入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

等
とう

を

促 進
そくしん

するため、例
たと

えば居 住 地
きょじゅうち

と出 身 地
しゅっしんち

（施設
しせつ

・病 院
びょういん

所在地
しょざいち

）で費用
ひよう

を分 担
ぶんたん

するような方 式
ほうしき

が考
かんが

えられないか。（下図
か ず

参 照
さんしょう

） 

 

 

 

 

Ⅳ．おわりに 

 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

を起点
きてん

にしていると理解
りかい

しており、

従 来
じゅうらい

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を受
う

ける主 体
しゅたい

から権利
けんり

を行使
こうし

する主 体
しゅたい

へと 180度
ど

の転 換
てんかん

がなされて画期的
かっきてき

な手 法
しゅほう

で議論
ぎろん

が進
すす

められている。 

 しかし、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の現場
げんば

である市 町 村
しちょうそん

の実 態
じったい

は、 今
いま

もって、

従 来
じゅうらい

の 延 長
えんちょう

線 上
せんじょう

で 対 応
たいおう

するのに 汲 々
きゅうきゅう

とした 状 況
じょうきょう

にあり、 国 民
こくみん

の

理解
りかい

等
とう

といっても進
すす

んでいない状 況
じょうきょう

である。 

 他
ほか

の 者
もの

と 平
びょう

等
どう

な 選 択
せんたく

の自由
じゆう

を 有
ゆう

しつつ地域
ちいき

社 会
しゃかい

で 生 活
せいかつ

する

平 等
びょうどう

な権利
けんり

が、社 会
しゃかい

一 般
いっぱん

の常 識
じょうしき

として浸 透
しんとう

するために、どのような

取組
とりく

みを 図
はか

っていく 必 要
ひつよう

があるのかを、 障 害
しょうがい

関 係 者
かんけいしゃ

だけでなく

自治体
じ ち たい

や民 間
みんかん

等
とう

を含
ふく

めて、さらに議論
ぎろん

を深
ふか

めていくことが必 要
ひつよう

である。 

 総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

が新 法
しんぽう

の提 言
ていげん

を行
おこな

う、2011年
ねん

8月
がつ

末
すえ

以後
い ご

、例
たと

えば 障
しょう

がい 者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

が行
おこな

ったタウンミーティング
た う ん み ー て ぃ ん ぐ

を各地
かくち

で行
おこな

う

都道府県
25.0％

国
50.0％

居住地の市町村
25.0％

都道府県
25.0％

国
50.0％

出身地の市町村
12.5％

居住地の市町村
12.5％



 

 

など、新 法
しんぽう

の理念
りねん

やその内 容
ないよう

について、広
ひろ

く国 民
こくみん

理解
りかい

を求
もと

める普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

が求
もと

められる。また、 報 告 書
ほうこくしょ

本 文
ほんぶん

でも触
ふ

れた、鳥 取 県
とっとりけん

・

島根県
しまねけん

の「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」などの、障 害 者
しょうがいしゃ

への理解
りかい

を求
もと

め、差別
さべつ

禁止
きんし

の意識
いしき

啓 発
けいはつ

をする取
と

り組
く

みを、全 国 的
ぜんこくてき

に進
すす

めていくべきである。 

 

 

 

 


